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室
」
を
出
店
。
模
擬
店
は
用

意
し
た
商
品
を
完
売
す
る
ほ

ど
盛
況
で
、
ま
つ
り
の
盛
り

上
げ
に
一
役
買
っ
た
。

　
終
了
後
に
は
、
同
市
の
ア

・
ド
マ
ニ
ー
で
懇
親
慰
労
会

を
開
催
し
た
。

　
あ
る
住
宅
メ
ー
カ
ー
で

は
、
３
０
０
０
万
円
の
家

を
売
る
の
に
、
広
告
に
１

０
０
０
万
円
使
う
。
と
い

う
こ
と
は
、
こ
れ
を
除
け

ば
家
の
値
段
は
２
０
０
０

万
円
。
家
は
現
場
で
組
み

立
て
ら
れ
る
が
、

こ
の
部
材
の
工
場

出
荷
価
格
は
住
宅

価
格
の
１
割
が
相

場
で
あ
る
。
２
０

０
０
万
円
の
１
割

は
２
０
０
万
円
。

と
こ
ろ
で
ラ
ー
メ

ン
屋
の
食
材
費
は

３
割
だ
と
か
。
そ
こ
で
、

住
宅
も
そ
ん
な
と
こ
ろ
か

と
見
当
を
つ
け
る
と
、
２

０
０
万
円
の
３
割
で
60
万

円
が
材
料
費
と
出
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
し
ば
ら
く

前
ま
で
の
日
本
で
家
を
建

て
る
場
合
、
材
料
費
が
お

よ
そ
５
割
、
大
工
の
手
間

賃
が
２
割
５
分
、
残
り
が

そ
の
他
の
経
費
だ
っ
た
。

３
０
０
０
万
円
の
家
な
ら

材
料
費
だ
け
で
１
５
０
０

万
円
の
計
算
で
あ
る
。
家

一
軒
の
材
料
に
こ
れ
だ
け

金
が
使
わ
れ
て
い
た
ら
、

今
ご
ろ
、
日
本
の
林
業
は

大
繁
盛
だ
っ
た
ろ
う
。

　
昔
の
材
木
は
高
か
っ

た
。
だ
か
ら
山
に
手
を
掛

け
、
奥
山
か
ら
木
を
切
り

出
し
て
も
商
売
に
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。
今
日
、
材

木
は
イ
ン
チ
と
フ
ィ
ー
ト

で
売
ら
れ
て
い
る
。
輸
入

材
の
競
争
圧
力
に
よ
り
材

料
費
は
下
が
り
、
技
術
進

歩
の
お
か
げ
で
付
加
価
値

の
高
い
家
が
作
れ
る
。

　
そ
れ
に
、
ど
う
せ
家
を

建
て
る
な
ら
、
町
の
材
木

屋
で
材
木
を
買
っ
て
町
の

大
工
に
頼
む
よ
り
、
先
端

技
術
の
家
を
買
う
方
が
、

信
頼
が
置
け
る
し
、
ず
っ

と
お
洒し

ゃ

落れ

で
魅
力
的
だ
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
気

難
し
そ
う
な
棟
梁
よ
り

も
、
イ
ケ
メ
ン
の
セ
ー
ル

ス
マ
ン
の
方
が
ず
っ
と
主

婦
に
受
け
る
だ
ろ
う
。
そ

も
そ
も
家
を
買
う
の
は
主

婦
た
ち
な
の
だ
。

　
こ
れ
は
経
済
の
進
化
で

あ
る
。
確
か
に
、
選
択
と

淘と
う

汰た

が
働
い
て
い
る
の
が

分
か
る
だ
ろ
う
。

 

（
学
生
部
）

経済は進化する

募
金
局
か
ら

　
学
校
法
人
専
修
大
学
は
、

「
教
育
研
究
振
興
協
力
資
金

募
金
」
を
設
け
て
、
広
く
募

集
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
２

０
１
５
年
３
月
ま
で
の
２
年

間
の
募
集
期
間
を
終
了
し
、

法
人
・
団
体
１
４
７
件
８
６

０
５
万
４
９
７
６
円
、
個
人

２
７
０
９
件
１
億
２
８
９
万

７
３
９
５
円
の
寄
付
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ご
賛
同
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支

援
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備

拡
充
、
学
生
の
教
育
支
援
、

奨
学
金
制
度
の
充
実
、
学
生

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
な
ど

へ
の
支
援
に
加
え
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
学
生
に

対
し
ま
し
て
も
活
用
さ
せ
て

永
田
さ
ん
に 

感
謝
状
贈
る 

 

多
額
ご
寄
付

　
教
育
環
境
の
充
実
や
学
生

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
の
た

め
、
学
校
法
人
専
修
大
学
に

多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た

㈱
永
田
製
作
所
（
栃
木
県
栃

◀
　
日
髙
理
事
長
か
ら
感
謝
状

を
受
け
取
る
永
田
さ
ん

木
市
）
代
表
取
締
役
社
長
の

永
田
章
さ
ん
（
昭
55
経
済
）

に
、
同
法
人
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。

　
永
田
さ
ん
は
６
月
１
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、

日
髙
義
博
理
事
長
か
ら
感
謝

状
を
受
け
取
っ
た
。
永
田
さ

ん
は
「
大
学
発
展
の
た
め
、

卒
業
生
が
一
肌
も
二
肌
も
脱

い
で
応
援
し
て
い
か
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
思
っ
た
」
と
語

っ
た
。

校
友
会
相
模
原
支
部 

市
民
ま
つ
り
に
参
加

　
校
友
会
相
模
原
支
部
（
渋

谷
隆
宏
支
部
長

昭
33
商

経
）
が
「
相
模
原
市
民
若
葉

ま
つ
り
」（
５
月
９
、
10
日

市
役
所
さ
く
ら
通
り
ほ

か
）
に
参
加
し
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
と
母
校
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
た

写
真
。

　
延
べ
36
人
の
会
員
が
参
加

し
、「
南
部
ど
り
の
焼
き
鳥
」

の
模
擬
店
と
、
税
務
・
不
動

産
な
ど
の
「
な
ん
で
も
相
談

留
学
生
を
囲
む
会

　
留
学
生
の
夢
の
実
現
を
サ

ポ
ー
ト
し
よ
う
と
５
月
19

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食

堂
「
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
」
で
校
友

会
・
育
友
会
主
催
の
「
留
学

生
を
囲
む
会
」
が
開
か
れ

た
。
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
か
ら
の
留
学
生
26
人

が
、
日
本
で
の
生
活
や
将
来

の
夢
な
ど
を
語
っ
た
。

　
髙
野
雅
夫
育
友
会
長
や
校

友
会
役
員
、
学
生
サ
ー
ク
ル

国
際
交
流
会
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
」

の
メ
ン
バ
ー
ら
29
人
が
小
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
留
学
生

と
懇
談
。
日
本
で
の
生
活
や

学
業
面
で
の
悩
み
に
、
親
身

に
な
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

　
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ナ
さ

ん
（
経
済
４
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
）、
チ
ョ
ン
・
ホ
ン
ミ
ン

さ
ん
（
経
営
３
、
韓
国
）
が

代
表
し
て
留
学
体
験
を
発

表
。
ご
父
母
や
校
友
が
寄
付

し
た
生
活
用
品
が
当
た
る
抽

選
会
で
盛
り
上
が
っ
た
。

校
友
会
定
時
総
会

▽
日
時

７
月
５
日
（
日
）

　
小
橋
三
男
氏
（
こ
ば
し
・

み
つ
お

昭
52
経
営
）
水
戸

証
券
㈱
の
代
表
取
締
役
社
長

に
６
月
１
日
就
任
。
本
社

東
京
都
。
証
券
、
商
品
先
物

取
引
業
。

　
古
郡
勝
英
氏
（
ふ
る
ご
お

り
・
か
つ
ひ
で

昭
47
経

済
）
ト
レ
ー
デ
ィ
ア
㈱
の
代

表
取
締
役
社
長
に
６
月
26
日

就
任
予
定
。
本
社

兵
庫

県
。
国
際
物
流
業
。

　
山
本
慧
一
氏
（
や
ま
も
と

・
け
い
い
ち
）
名
誉
教
授
・

元
法
学
部
教
授

　
４
月
29
日
、
83
歳
で
死

去
。
１
９
７
５
年
か
ら
２
０

０
２
年
ま
で
在
職
。
担
当
は

フ
ラ
ン
ス
語
。

訃
　
　
報

◀
　
留
学
生
と
校
友
、
育
友
が

懇
談
し
た
「
留
学
生
を
囲

む
会
」

ジ
ア
ー
ス
教
育

新
社
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
年
４
月
か
ら
は
新
た
に

「
専
修
大
学
創
立
１
４
０
年

・
石
巻
専
修
大
学
創
立
30
年

記
念
事
業
募
金
」（
募
集
期

間
５
年
間
）
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
寄
付
金
の
お
申
し
込
み
、

お
問
い
合
わ
せ
は
「
専
修
大

学
募
金
局
」（
☎
03
・
３
２

６
５
・
３
１
５
７
）
へ
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
美
唄

支
部
総
会
〉

▽
６
月
19
日
（
金
）
18
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
美
唄
駅
か
ら
徒
歩

５
分
「
美
唄
商
工
会
議
所
」

旴
福
山
輝
男
氏
☎
０
１
２
６

・
63
・
４
３
２
１
（
専
修
大

学
北
海
道
美
唄
事
務
所
内
）

〈
野
田
鳳
会
総
会
〉

▽
６
月
20
日
（
土
）
13
時
開

会
▽
東
武
野
田
線
愛
宕
駅
か

ら
徒
歩
４
分
「
幸
楽
」
旴
青

木
誠
氏
☎
０
９
０
・
２
３
３

５
・
０
３
０
７

〈
西
湘
支
部
総
会
〉

▽
６
月
20
日
（
土
）
18
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
小
田
原
駅
か
ら
徒

歩
10
分
「
小
田
原
市
民
会

館
」
旴
藤
井
宏
映
氏
☎
０
４

６
５
・
８
２
・
５
８
５
２

（
宝
寿
院
内
）

〈
伊
予
お
お
と
り
会
総
会
〉

▽
６
月
26
日
（
金
）
18
時
30

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
か
ら

車
10
分
「
国
際
ホ
テ
ル
松

山
」
旴
伊
予
お
お
と
り
会
事

務
局
☎
０
８
９
・
９
２
３
・

１
６
２
２

〈
ホ
テ
ル
専
修
会
総
会
〉

▽
７
月
１
日
（
水
）
19
時
開

会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
15
階

「
報
恩
の
間
」
旴
八
坂
豊
氏

☎
０
８
０
・
１
０
０
７
・
１

５
２
２

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
札
幌

支
部
総
会
〉

▽
７
月
３
日
（
金
）
18
時
30

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
か
ら

車
10
分
「
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
」
旴
小
野
寺
正
典
氏
☎
０

９
０
・
６
２
１
１
・
４
３
２

５

12
時
開
会
▽
場
所

京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
南
階
５
階
「
エ

ミ
ネ
ン
ス
ホ
ー
ル
」
▽
第
１

部

総
会
▽
第
２
部

ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
／
福
引
抽
選
会

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
東
都
大
学
野
球
春
季
リ
ー

グ
戦
で
優
勝
し
た
野
球
部
の

齋
藤
正
直
監
督
や
選
手
た
ち

も
出
席
予
定
。
皆
さ
ん
で
優

勝
を
た
た
え
、
さ
ら
な
る
激

励
を
し
ま
し
ょ
う
。

旴
校
友
会
事
務
局
☎
03
・
３

２
６
５
・
７
５
７
９

　「
市
民
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る

街
に
」
｜
｜
今
年
１
月
の
甲

府
市
長
選
で
、
立
候
補
し
た

４
人
全
員
が
新
人
の
中
で
幅

広
い
支
持
を
得
て
圧
勝
。
２

０
１
９
年
に
開
府
５
０
０
年

を
迎
え
る
甲
府
は
、
都
市
の

権
限
強
化
の
た
め
中
核
市
を

目
指
す
。

　
専
修
大
学
を
卒
業
後
、
故

郷
・
甲
府
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
、

全
労
済
山
梨
県
本
部
職
員
な

ど
を
務
め
た
。「
大
き
な
組

織
に
頼
ら
ず
、
自
分
た
ち
の

手
で
地
域
の
力
を
発
揮
し
た

い
」
と
自
治
会
活
動
に
精
を

出
し
た
。

　
１
９
９
９
年

に
山
梨
県
議
初

当
選
。
甲
府
市

長
に
な
る
夢
は

こ
の
こ
ろ
芽
生

え
た
。
県
議
を

３
期
（
４
期
途

中
で
辞
職
）
務

め
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
の
教

育
環
境
整
備
に

尽
力
し
た
。

　「
故
郷
は
市

民
自
ら
の
手
で

作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
の
姿
勢
は
、
甲
府
市
議
、

県
議
を
長
年
務
め
た
父
・
精

一
さ
ん
に
も
影
響
を
受
け
た

も
の
だ
。

　
人
口
減
の
歯
止
め
と
地
域

起
こ
し
は
地
方
都
市
再
生
の

要
。
甲
府
市
も
同
じ
だ
。

　
街
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
に
挙
げ
る
の
が
観
光
。

甲
府
市
を
中
心
と
し
た
山
梨

県
は
特
産
品
、
観
光
資
源
が

実
に
豊
富
。
富
士
山
、
武
田

信
玄
、
ワ
イ
ン
、
ブ
ド
ウ
、

モ
モ
な
ど
の
果
物
、
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
…
…
さ
ら
に

12
年
後
の
27
年
に
「
リ
ニ
ア

新
幹
線
」
が
先
行
開
通
す
る

甲
府
に
は
、
地
上
駅
設
置
が

予
定
さ
れ
、
東
京
・
名
古
屋

・
大
阪
を
結
ぶ
大
都
市
ベ
ル

ト
の
〝
一
員
〞
と
な
る
。

　「
東
京
か
ら
わ
ず
か
20
分

の
甲
府
を
降
り
る
と
、
富
士

山
と
南
ア
ル
プ
ス
の
大
パ
ノ

ラ
マ
が
広
が
る
。
こ
ん
な
演

出
が
で
き
る
の
は
甲
府
だ

け
」
と
力
を
こ
め
る
。「
都

会
か
ら
移
り
住
み
た
い
と
思

わ
せ
る
魅
力
あ
る
街
に
し
た

い
」
と
構
想
を
広
げ
る
。

　
専
大
で
の
思
い
出
は
、
神

宮
球
場
で
の
東
都
大
学
野
球

応
援
に
尽
き
る
。
エ
ー
ス
山

沖
之
彦
投
手
（
昭
57
商
・
阪

急
ブ
レ
ー
ブ
ス
に
入
団
）
ら

が
活
躍
し
た
時
代
。「
仲
間

と
肩
を
組
み
校
歌
を
合
唱
し

ま
し
た
」
と
懐
か
し
む
。

　
校
友
会
山
梨
県
支
部
副
会

長
を
務
め
、
毎
年
夏
の
育
友

会
支
部
懇
談
会
で
は
先
輩
と

し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
。

　「
だ
れ
も
が
分
か
る
や
さ

し
い
言
葉
で
行
動
」
が
信
条

だ
。

豊富な観光資源を生かしたい

市
民
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る

街
づ
く
り
め
ざ
す
甲
府
市
長

樋ひ

口
ぐ

ち

　
雄

ゆ

う

一
い

ち

さ
ん

（
昭
58
経
営
）


